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２０２２年度 第 12回外国語学部教授会 議事録要旨 

日 時：２０２３年３月１日（水）１３時００分～１４時５５分 

場 所 ： ビデオ会議システムによる会議 

構成員 ： ４９名（定足数２５名） 

出席者 ： ４５名（定足数充足） 

議 長 ： 山口 直人（外国語学部長） 

 

Ⅰ. 議案 

１．学籍異動について 

幹事より、資料に基づき、学籍異動について説明があり、審議の結果、承認された。 

２．2022年度卒業・進級判定結果について 

各学科主任より、資料に基づき、2022 年度卒業・進級判定結果について説明があり、審議の結果、

承認された。 

３．2022年度学位記授与式学科総代選出について 

各学科主任より、資料に基づき、2022年度学位記授与式学科総代選出について説明があり、審議の

結果、承認された。 

４．2022年度日本語教師養成課程の修了証および認定について 

教務委員長と教務委員より、資料に基づき、2022年度日本語教師養成課程の修了証および認定につ

いて説明があり、審議の結果、承認された。 

５．2023年度外国語学部教授会日程(案)について 

議長より、資料に基づき、2023 年度外国語学部教授会日程(案)について説明があり、審議の結果、

承認された。 

６．2023年度各種委員会委員の選出について 

議長より、資料に基づき、2023年度各種委員会委員の選出について説明があり、審議の結果、承認

された。 

７．大東文化大学学則（第 36条／入学検定料）の改正（案）について 

議長より、資料に基づき、大東文化大学学則（第 36条／入学検定料）の改正（案）について説明が

あり、審議の結果、承認された。 

８．大東文化大学入学前予約採用型奨学金規程の改正（案）について 

議長より、資料に基づき、大東文化大学入学前予約採用型奨学金規程の改正（案）について説明が

あり、審議の結果、承認された。 

９．大東文化大学学則（第 14条の２／授業期間等）、（第 20条／試験の施行）の改正（案）について 

議長より、資料に基づき、大東文化大学学則（第 14条の２／授業期間等）、（第 20条／試験の施行）

の改正（案）について説明があり、審議の結果、承認された。 

10．大東文化大学学長室規程の改正（案）について 

議長より、資料に基づき、大東文化大学学長室規程の改正（案）について説明があり、審議の結果、

承認された。 

11．埼玉東上地域大学教育プラットフォーム単位互換協定書について 

議長より、資料に基づき、埼玉東上地域大学教育プラットフォーム単位互換協定書について説明が

あり、審議の結果、承認された。 
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12．2024年度専任教員人事計画（案）について 

議長より、資料に基づき、2024年度専任教員人事計画（案）について説明があり、審議の結果、承

認された。 

13．2024年度特任教員・客員教員・助教等人事計画（案）について 

議長より、資料に基づき、2024年度特任教員・客員教員・助教等人事計画（案）について説明があ

り、審議の結果、承認された。 

14．留学終了に伴う単位振替認定について 

英語学科主任および日本語学科主任より、資料に基づき、留学終了に伴う単位振替認定について説

明があり、審議の結果、承認された。 

15．兼担依頼について（文学部より英語学科へ） 

議長より、資料に基づき、兼担依頼について（文学部より英語学科へ）説明があり、審議の結果、

承認された。 

16．2023年度英語学科 科目編成表について 

英語学科主任より、資料に基づき、2023年度英語学科 科目編成表について説明があり、審議の結

果、承認された。 

17．その他 

議長より、外国語学部教員選考規程及び内規についてのワーキングについて、意見があれば議長ま

で届けてほしい旨説明があった。 

 

報告承認事項 

１．2023年度教員数内訳表及び学科教職教員数内訳表の提出について 

議長より、2023年度教員数内訳表及び学科教職教員数内訳表の提出について説明があり、審議の結

果、承認された。 

２．大東文化大学学則（英語学科）11授業科目の開設等１２履修方法他の改正について 

英語学科主任より、資料に基づき、大東文化大学学則（英語学科）11授業科目の開設等１２履修方

法他の改正について説明があり、審議の結果、承認された。 

３．大東文化大学教職課程センター規則の改正（案）について 

議長より、資料に基づき、大東文化大学教職課程センター規則の改正（案）について説明があり、

審議の結果、承認された。 

４．教職課程センター教員の業務の内容等に関する内規の改正（案）について 

議長より、資料に基づき、教職課程センター教員の業務の内容等に関する内規の改正（案）につい

て説明があり、審議の結果、承認された。 

５．兼業について 

幹事より、資料に基づき、兼業について説明があり、審議の結果、承認された。 

６．海外渡航について 

幹事より、資料に基づき、海外渡航について説明があり、審議の結果、承認された。 

７．学生派遣について（なし） 

なし 

８．春季短期語学研修参加辞退について 

議長より、資料に基づき、春季短期語学研修参加辞退について説明があり、審議の結果、承認され

た。 
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９．その他 

なし 

 

報告事項 

１．東松山キャンパス運営委員会報告について 

議長より、資料に基づき、東松山キャンパス運営委員会報告について説明があり、報告された。 

２．大東文化大学奨学基金規程並びに大東文化大学学費等減免措置に関する内規実施要領の改正（案）

について 

議長より、資料に基づき、大東文化大学奨学基金規程並びに大東文化大学学費等減免措置に関する

内規実施要領の改正（案）について説明があり、報告された。 

３．2024年度特別研究期間制度、国内研究員、海外研究員、海外留学者の申請について 

議長より、資料に基づき、2024年度特別研究期間制度、国内研究員、海外研究員、海外留学者の申

請について説明があり、報告された。 

４．令和 5（2023）年度大学評価（認証評価）受審に係る大東文化大学点検・評価報告書の提出につい

て 

議長より、資料に基づき、令和 5（2023）年度大学評価（認証評価）受審に係る大東文化大学点検・

評価報告書の提出について説明があり、報告された。 

５．学部長会議申合せ事項（学長賞）の改訂について 

議長より、資料に基づき、学部長会議申合せ事項（学長賞）の改訂について説明があり、報告され

た。 

６．2023年度授業方針について 

議長より、資料に基づき、2023年度授業方針について説明があり、報告された。 

７．地域連携センターからの報告について 

議長より、資料に基づき、地域連携センターからの報告について説明があり、報告された。 

８．「研究業績」ホームページアドレス（ＵＲＬ）変更のお知らせ 

議長より、資料に基づき、「研究業績」ホームページアドレス（ＵＲＬ）変更のお知らせついて説明

があり、報告された。 

９．学園・大学役職者の推薦等について 

議長より、資料に基づき、学園・大学役職者の推薦等について説明があり、報告された。 

10．「大東文化大学公的研究費不正防止計画」の改正について 

議長より、資料に基づき、「大東文化大学公的研究費不正防止計画」の改正について説明があり、報

告された。 

11．その他  

幹事より、別紙資料に基づき、学園総合情報センターからの研修について報告があった。また、有

給休暇取得申請書の提出依頼があった。 

 

教員人事 

議案 18．教員人事  

①名誉教授推薦について 

議長より、資料に基づき、中国語学科教授が大東文化大学名誉教授規程の第 2 条第１項(1)に該当

する旨の報告があり「推薦を可とする投票数」が決議要件の投票総数の過半数を得たので、推薦する
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ことが承認された。 

②令和 4年度英語学科助教の退職願いについて 

英語学科主任より、英語学科助教から退職願いが提出された旨説明され、承認された。 

③令和 4年度日本語学科特任講師の退職願いについて 

日本語学科主任より、日本語学科特任講師から退職願いが提出された旨説明され、承認された。 

④令和 5年度中国語学科非常勤講師採用について 

中国語学科教授より、資料に基づき令和 5 年度中国語学科非常勤講師採用についての説明が行われ、

構成員の意見を聴取し、拍手で賛成多数により、承認された。 

⑤令和 5年度英語学科非常勤講師採用について 

英語学科教授より、資料に基づき令和 5年度英語学科非常勤講師採用についての説明が行われ、構

成員の意見を聴取し、「採用を可とする投票数」が決議要件の投票総数の３分の２を得たので、下記

の通り採用が承認された。 

⑥令和 5年度日本語学科非常勤講師採用について 

日本語学科教授より、資料に基づき令和 5年度日本語学科非常勤講師採用についての説明が行われ、

構成員の意見を聴取し、「採用を可とする投票数」が決議要件の投票総数の３分の２を得たので、下

記の通り採用が承認された。 

⑦令和 5年度日本語学科非常勤講師採用について 

日本語学科教授より、資料に基づき令和 5年度日本語学科非常勤講師採用についての説明が行われ、

構成員の意見を聴取し、「採用を可とする投票数」が決議要件の投票総数の３分の２を得たので、下

記の通り採用が承認された。 

                 以 上 


